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規範理論と実証理論の対話に向けて 

－リバタリアン･パターナリズムを題材に－ 
 

７月４日（金）１６：３０～１８：３０ ＠学而館２Ｆ第３研究会室 

報告者： 若松 良樹（学習院大学法務研究科 教授） 
「リバタリアン・パターナリズムにおけるパターナリズム概念をめぐって（仮）」 

清水 和巳（早稲田大学政治経済学術院 教授） 

宇田川 大輔（苫小牧駒澤大学国際文化学部 専任講師） 
「ナッジ政策の検証―臓器移植問題を実験ケースとして―（仮）」 

司 会： 井上 彰（立命館大学大学院先端総合学術研究科 准教授） 
＊ 使用言語：日本語 
 

 報告者プロフィール 

★若松良樹：学習院大学法務研究科教授。法哲学、特に現代正義論を専門とされ、「法学と経済学との関係」

等をテーマに研究をされています。主著に『センの正義論』（頸草書房、2003)等。 

★清水和巳：早稲田大学政治経済学術院教授。応用経済学を専門とされ、近年の研究テーマは「人間の政治

経済行動の進化論的基礎」「政治経済学方法論」等。主著に『入門政治経済学方法論』（東洋経済新報社, 2008．

河野勝との共編著）等。 

★宇田川大輔：苫小牧駒澤大学国際文化学部専任講師。専門は理論経済学・実験経済学・社会的選択理論。

研究テーマは「分配問題と社会制度の規範的・実験的分析」。主著に「生死問題におけるサイズ効果―心の

進化的基盤の検討―」（『早稲田政治経済学雑誌』370, 2008. 清水和巳との共著）等。 
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二十一世紀文化学術財団学術奨励金「リバタリアン･パターナリズムは堅牢か？－規範理論と実証理論の対話のために－」 

（研究代表者：若松良樹、2014 年度～2015 年度） 

 

     

本研究セミナーでは、Ｃ．サンスティーンとＲ．セイラーによるリバタリアン･パターナリズムを題材に、実験・調査

研究の成果について研究報告を行います。 

リバタリアン・パターナリズムとは、人々の選択の自由を尊重しつつも、人々の選択を厚生改善の方向へと誘導

（ナッジ）する政策を構想する規範理論上の立場であり、誘導（ナッジ）に際しては行動経済学の知見を利用しま

す。リバタリアン・パターナリズムは、暗黙のうちに、「人々は誘導されたとしても、自分にとって結果がよければ、当

人の厚生は向上する」という想定を行っています。しかし、この想定が妥当であるとしてもそれは一回限りのものでは

ないか、誘導されていたことを知らされたならば人々の厚生は減少し別の行動様式を模索するのではないか。すな

わち、リバタリアン・パターナリズムは秘教的な性格を有しており、人々に誘導の事実を知られた途端にその効果は

薄れるのではなかろうか。もしそうであるならば、誘導という手法は、人々の行動の公共的なコントロールの手段とし

てそれほど有効ではないことになります。本研究セミナーでは、この仮説を実験により検討し、その成果の一端を明

らかにすることを目的とします。 

関心ある方のご参加をお待ちしています。 

https://www.facebook.com/ritsumei.human https://twitter.com/r_ihs 
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